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昭和54年度第1次観測ロケット実験計画概要

　昭和54年度第1次観測ロケット実験においては、S－310－7号機、

K－9M－67、68号機による観測実験およびL－4SC－5号機の飛し

ょう実験の合計4機の打上げを行う計画で、それぞれの実験目的は次のとお

りであるQ

ロケット
到達高度
i肋）

水平距離
i肋）

搭載計器　　　　　　　　観　測　目　的重量（1ぐ9）

K－9M－67 357 381
　　　　熱的電子エネルギー分布、正48．8　　　　イオン温度その他の観測

K－9M－68 357 38　1
　　　　　陽真空紫外領域スペクトルの50．9　　　　　対測光電子密度その他の観測

S－310－7 183 275
　　　　　外域の大気光、電子温度そ70．5　　　　　他の観測

L－4SC－5 82 150 24　2．5 飛しょう試験

1。実験実施責任者

　東京大学宇宙航空研究所長　　野村民也

　　（東京都目黒区駒場4－6－1、TELO3－467－11U）

2。実　験　場　所

　　東京大学宇宙航空研究所鹿児島宇宙空間観測所

　　　東経1310　0414511　　北緯31。　1510011

　　　（鹿児島県肝属郡内之浦町長坪、TEL　O　9946～7－2211）

1一

ろ．実　験　期　間

　昭和54年8月15日（水）～8月22日（水）（8月17日は除く）、

および9月11日（火）～9月28日（金）

　各ロケットの実験予定日は次のとおりである

ロケッ　ト 実験予定日時 海面落下時刻 延期する場合の期間

K一一9M－67
8月15日（水）

@16　：00
16：00～16：30

8月　1　6　日～8」弓　2　2　日

i8，月17日は除く）

K－9M一一68
9月11日（火）

@10　二〇〇
10：00～10：30 9．月　1　2　日～9月　1　8　日

S－310－7
9月13日（木）

@20　：00
20：00～20二30 9　ナ弓　1　4　【ヨ～9　ナ3　2　0　日

’L－4SC…5 9月19日（水）

@1　1二30
11：30～12：30 9，月2　0日～9月2　8日

4．讐戒の範囲

　陸上におげる警戒の範囲

　　　別紙（1）S－310型ロケットに適用

　　　　（2）K－9M型ロケットに適用

　　　　（3）L－4SC型ロケットに適用

　海上におけるロケットの落下予想区域

　　別紙（4）K－9M－67、68号機に適用

　　　　（5）S－310－7号機に適用

　　　　（6）L一一4SC－5号機に適用
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5．実験の要領

（1）実験は天候および研究上の都合によって延期することがある。延期の

　理由が天候によるときは、当日できるだげ早く報告する手段（ラジオ等）

　を講ずる。また、研究上の理由によるときは、不測の障害にもとずく場

　合以外は出来るだけ前日中に報知する手段（ラジオ等）を講ずる。

　　　漁業関係者に対する報知は漁業無線局を通じても行う・

②　実験当日は観測所内に黄旗を掲げる。発射30分前に赤旗を掲げサイ

　　レンを鳴らす。実験が日没後に行われる時は赤旗の代わりに3個の点滅

　　式赤色ランプをつげる。発射3分前に花火1発をあげる・

　　　実験終了後は花火2発をあげ赤旗をおろし、または赤色ランプを消す。

　（3）実験当日の警戒は陸上については鹿児島県警察、海上については第10

　　管区海上保安本部および鹿児島県に依頼する・その細目は打合せの上定

　　める。また航空については鹿児島空港事務所と連絡の一ヒ実験を行う。

　　　観測所付近の陸上および海上については東京大学においても監視員を

　　観測所内に配置し、また観測所内に設置された海上監視レーダにより警

　　戒にあたる。

　（4）実験に際しては鹿児島海上保安部および鹿児島空港事務所との間に連

　　絡用通信回線を東京大学が開設し、連絡員を派遣して緊密な連絡にあた

　　る。

　（5）実験中は警戒区域内に一般の人が立ち入らないように立礼または縄張

　　りをする。

　（6）　S－310－7号機による’発光雲の観測は、郵政省山川電波観測所、

　　内之浦、西之表、南郷、谷山において行う。
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6．　報　道　関　係

（n　報道関係者には次の日時にロケットを公開して取材の便宜をはかる。

　　　　K－9M－67　　8，月14日（火）

　　　　K－9M－68　　　9，月10日（月）

　　　　S－310－7　　9月12日（水）

　　　L－4SC－5　　　　9，月17日（月）

（2）実験の結果については、実験終了後実験主任が概略の発表を行う。

z　実　験　主　任

　　　　S－310－7

　　　　K－9M一一67

　　　　K－9M－68

　　　　L一一4SC一一5

河
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8．実　験　内　容

　。K－9M－67号機（8月15日（水）16：00打上げ予定）

　　　本機の目的は電離層の総合観測である。電離層プラズマの電子の密度

　　や温度ばかりでなく、ラソグミュア探針に流れる電子電流を2次微分する

　　ことにより、電子のエネルギー分布も測定する。D層の電子密度は地上

　　局からのVLF波の伝播モードを観測することにより求める。

　　　イオン温度は一対のファラディカップにより計測される。また電離層

　　には電子密度のゆらぎやプラズマ波動がしばしぼ発生するが、それらの

　　周波数スペクトルと波動の同時測定も行う。これにより波動とプラズマ

　　との相互作用が解明できる。

QK－9M－68号機（9月11日（火）Ul：00打上げ予定）

　　本機は太陽紫外線およびその影響を強く受ける大気上層の諸現象を総

　合的に観測する目的で、次の4つの測定装置が搭載されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　
（1）太陽紫外線分光装置（SUV）は波長1216A～2000Aの真空
　　　　　　　む　紫外域を80Aの分解能で分光し、太陽紫外線の絶対強度を求めるもの

　である。

（2）昼間大気光紫外分光装置（AUV）は昼間の大気光を紫外領域で分光

　観測し、酸素原子（0）イオン（0＋）、水素原子（H）等の測定を行う。

（3）　インピーダンスプローブによる電子密度の測定（：NEL）

（4）電離真空計による高層大気の中性ガス密度・温度の測定（EPA－V）

oS－310－7号機（9月13日（木）20＝00打上げ予定）

　　上層大気の物理を調べることは、地球の曝境との関連で重要な実験テ
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一マであり、1982年からはMAP計画（中層大気観測計画）として

国際共同観測が予定されている。

　S－310－7号機はこのMAP計画に関連した02、OH、　CO2

の様な大気の微量成分の検出実験を光学的に赤外領域の放射を観測する

ことによって行うとともに、地上80肋付近の大気の運勤、特に乱流現

象を中心とした物理をTMA弾により大量のトリメチルアルミニューム

ガスの発光雲を生成して、この運動を内之浦、種子島、南郷、山川、谷

山等の観測点から同時観測することにより行う・打上げは日没後を予定

している。

oL～4SC－5号機（9．月19日（水）11：30打上げ予定）

　　L－4SC－5号機はM－3S型ロケットで予定されている二次噴射

推力方向制御（TVC）および固体モータ型ロール制御（SMRC）に

よる第1段飛行制御系の総合的なシミュレーシ・ン試験を主目的として計画さ

れたロケットである。

　・ケ・賦1段式で、従来のL－4SC型と蹴り胴体直径は前後を

通して一定で735㎜φと本って：おり尾翼も縮小されている・外観形状

は大略D9型の評一酬」似であり・全興嘘醗射

時の獅ﾞ塑鱈ある・
　頭胴部にはTVC、　SMRC等に関連した機器のほかに観測計器の緩

降下海上浮遊およびその位置標定方式の試験のための機器が搭載され

ている。これは将来の観測機器の回収に関する基礎資料を得ることを目

的としているQ

一6一



別紙（1）陸上における警戒区域（S－310型・ケットに適用）
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別紙（2）陸上における警戒区域（K－9M型ロケットに適用）
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7

別紙（3）陸上における警戒区域（L－4SC型・ケットに適用） 別紙（4）海上における落下予想区域

　　　　（K－9M－67、68号機に適用）
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別紙（5＞ 海上における落ド予想区域
（S－310－7号機に適用）

別紙（6） 海上における落下予想区域
（L－4SC－5号機に適用）
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打上げ済み科学衛星等一覧

i
目
α
一

科　学　衛　星 観　測　項　目
：重：量

iん9）

軌道蓬齢㎞）（傾斜角deg）

打上げ用ロケット ロケッ　ト概要 打上げ年月日

お　お　す　み
人工衛星打上げ技術の習得と
q星についての工学的試験 24 350～5，140

@（31。） L一一4S－　5 4段式固体燃料ロケット 45．　2．　11

試　験　衛　星

ｽ　ん　せ　い
衛星の機能試験等 63 990～1，110

@（30。） M－4S－　2
全段固体燃料の4段式ロケット
ﾅ終段打出し方向姿勢制御装置付 46．　2．　16

第1号科学衛星
ｵ　ん　せ　い

太陽電波、宇宙線、電離層の

ﾏ測
66 870～1β70

@（320） M－4S－　3 〃 46．　9．　28

第2号科学衛星
ﾅ　　ん　　ば

プラズマ波、地磁気等の観測 75 250～6，570
@（31。） M－4S－　4

〃 47．　8．　19

試　験　衛　星

ｽんせい2号
衛星の姿勢制御試験等 56 290～3，240

@（31。） M－3C－　1
全段固体の3段式ロケット第
Q段に姿勢制御装置及び誘導

ｧ／装置（TVC
49．　2．　16

第3号科学衛星
ｽ　い　よ　う

太陽軟X線、太陽真空紫外放
ﾋ線等の観測 86 260～3，140

@（32。） M－3C－　2 〃 50，　2．　24

試　験　衛　星

ｽんせい3号
衛星の新しい姿勢制御テスト 129 790～3β10

@（66。） M－3H－　1
M－3C型の1段目を％長くしたもの

52．　2．　19

第5号科学衛星
ｫ　ょっこ　う

衛星によるオーロラ撮像等 126 630～3，970
@（65Q） M－3H－　2

〃 53．　2．　　4

第6号科学衛星
ｶ　き　け　ん

電子密度、粒子線プラズマ波

凾ﾌ観測
90 227～30，051

@（31。） M－3H－　3
〃 53．　9．　16

第4号科学衛星
ﾍくちよ　う

X線星の時間変動の観測と超
薰w線観測 96 545～577

@（29．9。） M－3C－　4
全段固体の3段式ロケット第
Q段に姿勢制御装置及び誘導

ｧ御装置（TVC）
54．　2．　21


